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論文内容要旨
緒 言
 生体の冠動脈撮影は冠血管外科の発達とともに重視されつつあるが,冠婚環障害の生成過程な
 らびにそれにともなう冠動脈聞吻合の発達経過をX線学的に観察検討した報告は乏しい。著潜は
 実験的冠婚環障害犬につき経時融に癒動脈綴影をおこない,この開題を扉発した。
 研1究対i象および方法
 {1)正常犬:下記の冠動脈結紮前の犬2藩頭につき2づ籔ならびに冠動脈硬化作成前の犬55頭
 犀つき53回冠動脈撮影を沿こなった。(2)実験的冠閉塞犬:左冠動脈前下行枝結紮後席遍,5週
 葎たは4週と経過を追って5頭につき9園,結紮前の撮影をあわせ計50園撮影した。(3}実験的
 冠硬化犬:体重」鞭あたり40叩のアジルアミソを弓ヵ月または2ヵ月闇反覆静淫して冠硬化を
 作成した犬44頭につき16回,硬化作成渤の撮影をあわせ計49回撮影した。紛実験的冠硬化一
 後冠閉塞犬:上議冠硬化作成後左前'下行枝を結紮し・結紮後5週ないし4週後に10頭につき
 旬聰,処置前の亀のとあわせ計59圓撮影した。(5)冠動脈撮影法1犬をベントノ軸ビタル静渓麻
 酔下右側臥位に固定し・露出切開した股動脈より梅6^'9のσo負誓井andカテーテルまたは』e輔
 hlnαnカテーテルを挿入,その尖端を透視下に上行大動脈内,大動脈弁より薩～2σ鍛離れた部位
 に奪ぐ。アセチル算リソ体重葉Kgあた勤α2醒a5璽を静注,心停止の趨現を確認しただちに
 60または70%ウログラフイソ5～10CCをカテーテルを通し手動で急速に注入,没入終了直
 後にX線撮影を齢こなった。(6)巖摘出心における検討:かかる冠循蒙障善光の中生存した窪9
 頭につき・屠殺後摘出心にSG挙leεiBger変法による冠動脈造影をおこなレ㍉そのX線筋見齢よ
 び肉封艮的所見と生体の冠i動脈撮影を圭臨交検討した。
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 (1)心電図変化:アセチル取りン体重1K獅たりα2'》α5解を股静脈に急速に注入,2・4～
 ≦6秒平均6・7秒後に突然心停止が語こる。心停止開始より次の第4心拍までの時間は～6～仏2
 秒平均8・2秒であ、う,心停止より洞調律に戻る時間は4、8酎45・6秒平均40・2秒であった心
 ST降下,奪波の逆転,陰性1【の深さの増大,2相性または5相性丁,P波の増高,2相性
 P簿の変化が認められ,これらが」溝射前の状態に國復する時間はα5^る分であっ牝。
 心停止後の心電図の変化には造影剤注入による影響も含まれているが,アセチルコリンを単独昭吏
 用した場合と著しい差はなかった。て2)冠動脈撮影の撲術的評描:左冠動脈前下行枝を中心として
 観察するため看剛臥位で撮影した。冠動脈陰影の鮮明度につ悟て主要な冠動脈が末`裕迄鮮明に撮
 影されている例を「優」,分枝の中藷触2本撮影されていたい例をr良」,主幹のみ撮影され
 ているものを「可」,全く撮影されてレ、ない例を「不可」として評価すれぱ,54頭89回の撮
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 影中r鍵」群は65回汀良」群は9圓汀可」灘は窪5躍汀不可」群は2測で,成功墾は
 81%と考えられ,実験後期だけ見れば59但1の撮影中55回{90%)に成功した。(3)冠醸1臆
 撮影所見:敏)正常犬:艇直前の犬54頭の中r不可」欝2例を除き左右冠動脈の主要な分枝に
 つ恥てレ線形態学的所見を検謝し,死後摘出心の冠動脈造影駈見ならびに肉眼的所見にかいて比
 較検討した。全例で左冠動脈優位であり,variatiouとして発達不全型の分枝が認められ事
 末棺分枝は摘出心の所見から推測して500～500μ以下の枝は撮影されなかった。血管陰影
 の麗行彎曲は円滑で,吻合枝は見られなかった。b)実験的冠閉塞犬:5頭で慮前下行枝結紮後
 経時的に観察し,結紮t週後に脱に冠動脈間吻合枝により結i紮部末梢迄逆能に撮影され,結禦
 部分枝以外の分枝特に末梢で吻合枝の撮影されている枝は処置前に比べ末梢蓮拡張し章・分校の数
 が増撫している。死後摘繊心の駈昆より上記と同様の所見を確認したが,'小さい500～500
 μ以下の吻合枝は生体で確認で塾なかった。c)実験的冠硬化犬:アリルアミソ静注によめ冠硬
 化を作成した後のフイルム46枚を注i財前のものと比較すれぱ・血管は円滑樋典を失なって粘
 木伏の屈曲蛇行を恭し,主要分枝の棒状拡張,露管の輪廓の禾整,末梢で突然細い枝に移行する
 01縁bbedVeε5砧1,diffu3en&ごτowi葺9,小血管の蛇行,緬分枝の増加等の所見が
 認められた。吻合枝の撮影された例はなく,従って500μ以上の吻合枝は形成されなかったと
 樋えるod)輿験的冠硬化後冠閉塞犬:冠硬化作成後・左前下好技を結紮して5週ないしマヵ月
 後に10例で撮影し,上記の冠硬化の所見に4分枝特に吻合枝に関係のある枝の拡張,吻合枝に
 よる逆行牲造影等の冠閉塞による所見が加味されているのを認めた。吻合枝は冠硬化後の写真と
 比べ,墾らかに同一の枝の延長であることを確認した。死後摘出心につき比較すると,599御
 500μ以下の吻合枝は撮影されない。冠硬化のレ線学的所見は,生前のそれと略一致していた。
 組織学的に中膜の線維化,外膜結合織の増殖,内膜の肥厚等の所見で冠硬化の存在を確めた。㈲
 合併痙:54頭中大量のアセチルコリγを使用した例で2頭の死亡例があるが,いずれも初期の
 築験であり・冠循環障害犬にかいても比較的安全な方法であることが示された。
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 ω冠朧犬鮮2窄頭,冠硬化後冠閉塞犬群35頭にアセチルコリン心停」上法による冠動脈撮影を行
 恥,冠動派間吻合所見を中心として検討したo12)アセチル覆りソ体重喋Kgあたりa2'》[L5解の
 股静脈内注入により平均8・2秒の心停止が出現するので,手動的に造影剤を漉入して冠動脈撮影
 ができる054頭につき89図行い8葉%に冷いて成功した哨(3)&)正常犬では500^'509
 μ以下の分枝かよび吻合枝は撮影されなかったδ)冠閉塞犬では冠動脈結紮実週後にすでに吻
 合枝により逆行性に結紮部末櫓が撮影され,c)冠硬化後冠閉塞犬では冠硬化による血管陰影の
 異常ならびに冠閉塞による吻合枝の存在が確認された。死後摘出心の検索によれば5GO')5σO
 μ以下の吻合枝は撮影されてい攻いめ{4}本法による死亡例は初期の実験の2例のみであった。
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 審査結果の要旨
 著者は冠動脈結紮による冠閉塞大群21頭,及びAliy工amiRe静注による冠硬化作…成後に
 '冠閉塞を行った短硬化後冠閉塞犬群55鐸〔にAGety注G頁oliむe心停止法に1よる冠動脈撮影を行
 い,冠動脈1鮒吻合勝見を中心として検討している。体重1匡2あたりU・2～ロ,5〃努のAoeちy1G血一
 〇li聴を般静脈内に注入し,平均8.2秒間の一過性の心襟止を逸し,あらかじめ上行大動脈湾
 へ挿入した。&臆eもerを通して,手動的に造影剤を漉入して冠動脈撮影を行い,54頭につき
 ピ9回の検査でBて%に撮影は成功している。生体の冠動脈撮影繊兎と死後摘出心の勧察とを対
 比すると,正常犬では500～5〔〕eμ以下'の冠勅勘長分枝及び吻'合枝は撮影されていなレ、。冠閉
 塞犬では左証動脈融紮1週後に既に吻合枝により逆行性に結紮都宋櫓が撮影され・冠硬化後冠閉
 塞:犬では八!工yla銀ine静潅三による冠硬化の血管陰影の異常ならびに冠閉塞による吻合枝の存
 在が確認されている。死後摘出心の検索によればいすれの実験群に汐いて尋)5GO～500μ索
 溝の吻合枝は難斐影さゴしす,ロまた1最鍵多さ}江た∬句合枝は揺乾影され漁技1《圭七べ,造影斉llの孟肩環がよいと
 いう意味から機能的により重要な枝iである可能性がある。従って本法により冠隙i環の形態のみな
 らず,機能についても或程度の観察が可能であろうと述べている。
 結局著者は短日もyio甑0!蜘e心停止法によウ冠婚環障警犬に冠動脈撮影を行った結果,生
 体において比較的安全に冠動脈¢)形態が観察され1また特に簸動脈蘭吻合枝については機能的な
 観察も或程麓可能である、寂,本法は有用な方法と考えられ・るとしている。
 よって本舗文は学位を授与するに値するものと認める。
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